
令和５年石橋北小学校 第2回学校運営協議会議事録

令和５年11月２２日（水）１０ ：３５
於 校長室

【本日参加者】１３名
・学校運営協議会委員（８名）

大塩宗里 青柳庄一 竹内美千子 野口文夫 寺内利之 齋藤幸紀
橋本織 齋藤佳代子校長

・地域学校協働活動推進員 橋本俊明
・事務局 金久保貴子教頭 増渕敦子教務主任
【欠席者】 ２名 斉藤司朗（学校運営協議会委員） 澤田 貴典（地域連携教員）

日程確認
１日程確認 １０：３５～１０：４０
２授業参観 １０：４０～１１：１５
３協議 １１：２５～１２：００
４給食試食会 １２：００～１２：４５

開会
１ 委員長あいさつ
２ 校長あいさつ
３ 協議内容等（進行・・・会長）
（１）石北小の教育

・授業及び今年度の様子、これまでの取組
・学校運営上の課題

（２）学校評価について（学校評価の項目、評価方法等）
（３）質疑
（４）その他

11：３８
協議（１） ☆石北小の教育（授業及びこれまでの取組）について

校長 【児童の実態について】
・学力調査の児童のアンケート結果等や日頃の様子から説明します。
・児童は、明るく素直で、思いやりがあり、下級生の面倒をよく見ます。清掃や奉仕活
動等もよく働きます。真面目ですが、主体的な取組はやや苦手なところがあります。
・読書、宿題への取組もできている児童が多いが、「学習は楽しい」と感じている児
童は、半数以下。「不思議だな、なぜだろう」と感じて学習に興味・関心をもっている
児童は多くいます。
・学力学習状況調査は、全国・県平均より高い結果が出ています。夏休みに、全職員
で、結果の分析を行い、成果と課題をもとに、授業に生かせるように研修会をもちま
した。
・とちぎっ子学習状況調査と全国学力・学習状況調査における児童への質問の主な
ものを紹介します。
・基本的生活習慣についてですが、「毎朝、朝食を食べている」は、ほぼ毎朝食べて
いますが、児童の中には、朝食を食べないという児童もいます。
・ 「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」については、学年が上がるにつれて低くなっ
ています。
・ 「自分には、よいところがある」では、どの学年も県平均を上回っており、自己有用



校長 感が高まっています。
・ 「だれに対しても、思いやりの心をもって接している」では、本校の児童は、人への
思いやりの心が育っており、県平均より高いです。
・ 「将来の夢や目標をもっている」では、学年が上がるにつれ、目標が明確になって
います。
・ 「話合い活動を通じて、自分の考えを深めたり、広めたりすることができている」で
は、対話的学びの成果が現れ、学年が上がるにつれ、高くなっています。
・ 「友だちの前で自分の考えや意見を発表することが得意である」では、県平均より
低く、本校児童の課題となっています。
・そこで、本校の児童の実態を踏まえ、どの教育活動においても、子どもたちの主体
性を育てることをポイントにしていきたいと考えました 。しかし 、これはたやすく身に
付くものではありません。主体性が高まれば意欲は向上する。意欲が向上すれば主
体性は高まるものと考えます。学力においても生活においても、子どもたちの意欲を
高める工夫は必要なものです。何事も、「やらされている」ではなく、自ら考えて取り
組む意識が必要です。まずは行動することからはじめて 、そして 、その行為に対して
周りから認める言葉かけがまたその行為を強化していきます。
・では 、主体性のある子とは、 「知的好奇心旺盛」 、 「ポジティブ思考」 、 「責任感が
強い」 、 「周りの人の気持ちを考える」ことができる人です。これらについては、アン
ケート結果からも、本校の児童の傾向として、良い傾向にあります。しかし、「行動や
発言が積極的」という点が、今後向上させていきたい部分です。主体的に学ぶため
には、やはり「意欲」が不可欠ですが、それは、感情的な要素であり、知育です。それ
だけではなく更に、感性や情操を養うことも大切です。例えば。「どうして紅葉はこん
なに美しいのか」と思う感性がなければ、興味や疑問は生まれません。一見遠回りの
ようですが、感性や情操を養うことは、主体性を育てる上で重要だと考えます。
・子どもたちの意欲を高めたり、感性や情操を養うには、様々な学びが必要です。今
後も教育活動の中で育んでいきたいと思います。

校長 【児童の実態について】
・最近（９月～１１月）の子どもたちの様子を紹介します。
・4年生の宿泊学習（ウインディ那須）を９月１２、１３日に行いました。
・１ 、２年生校外学習（宇都宮動物園）を９月２６日に行いました。
・ ５月に田植えした稲の収穫を全校稲刈りとして９月２７日に行いました 。縦割り班
（レインボー班）での取組では、５ ．６年生がお手本を示し、下級生のサポートをしな
がら稲を刈りました。給食でおいしい新米を６回に分けていただきます。
・ １ ０月１７日には、下野市も児童表彰条例に基づく６年生「児童表彰式」が行われ
ました。坂村市長様からメダルをいただきました。
・３年生の校外学習（益子・県立博物館）を１0月２４日に行いました。
・2年生が１０月３０日に、看護職を中心としたグループ「えがおのたまご」による「い
のちのお話」の出前授業を受けました。
・ ３年生が１０月３１日に 、下野かんぴょうふくべの会の皆さんから、 「ふくべ細工体
験」として、ふくべの絵付けを教えていただきました。
・５年生の臨海自然教室（とちぎ海浜自然の家）が１０月３１日から１１月２日まで行
われました。
・１１月１８日には、運動会が無事開催できました。前日の雨で、準備が完了していな
いところを、当日の早朝から、PTA執行部やお父様方のご協力で会場準備や校庭整
備が完了し、時間通りに実施できました。

・ 「子どもたちが、明るく、元気で、学校へ来るのが楽しい！ 」そんな、学校づくりを目
指しています。本校の子どもたちは、学習も生活も、まだまだ伸びる力を備えていま
す。 「認め合い、励まし合い、助け合う学級を基盤とした学校づくり」に努め、学校と



校長 家庭、地域が同じ方向を向き、お互いに協力し合い、子どもたちを育てていくことが
大切であると考えています。今後ともよろしくお願いいたします。

11：５４ ☆学校評価について
協議（２） ・今年度大きく変わった点は、石橋小中学校区で学校評価の内容を統一させていた

教頭 だいたことです。評価項目については、資料をご覧ください。
・評価内容については、石橋小中学校区の校長会で内容の検討を行いました。本校
については、今まで行ってきたものが基盤としてありますので、内容統一について大
きく変わった点はありません。色分けに関しては、黄色の部分が学習に関するもの。
水色が心に関するもの、ピンクが体づくり。その他として緑色になっています。紫につ
いては、石橋小中学校区で統一して子どもたちの変化を見ていこうという項目になっ
ています。今後、継続して評価を積み重ねていくことになります。
・白い部分は、本校独自の内容になっています。各校それぞれが独自の評価をとって
いこうという自由度があります。本校では、一つ目として、「先生が、一人一人を大切
にし、熱心に児童の教育にあたっている」二つ目として、保護者、教職員対象に、「学
校は適切な教育方針を立て 、教育活動を進めている」三つ目として 、中学年 、高学
年、保護者、教職員対象に、「一部、教科担任制は児童にとって良いか」という設問
になります。四つ目として、保護者、教職員対象に、「学校は互いに学び合い、助け合
う雰囲気があるか」という項目になります。
・今までは、紙で答えていただいていましたが、昨年度から児童は、タブレットを用い
て答えていました 。今年度は、更に進めて児童のタブレッ トを家庭に持ち帰り 、保護
者にもタブレットで回答していただくことになっています。
・タブレット活用によって、結果が集計できます。結果もグラフになって表すことがで
き、教職員の働き方改革にも繋がってくるものと思われます。

11：５９
協議（３） ☆質疑

会長 ・協儀の（１）石橋北小の教育と（２）学校評価の説明をいただきました。それを踏ま
えて、協議委員の皆さんから本日の授業の感想やご意見をお願いしたいと思います。

委員 ・授業を参観して、子どもたちがのびのびと授業に励んでいる。また、環境も素晴らし
いと感じました。
・地域連携の研修会に参加して、皆さんにお伝えする機会が無かったので、少しお話
したいと思います。
・我々は、この協議会で何をしたら良いのか？また、学校への協力が成されていない
のではないか？と考えています。
・研修会に参加した際、講師の講話の中で、ある学校のアンケート結果について考え
る機会がありました 。生徒数約１３０名に質問した内容の一つに、皆さんの将来は？
という問いに対し、3人が明るい。約３０人が分からない。約１００人が暗い。という結
果だったということでした 。この結果について、全部の学校に当てはまるわけではな
いが、子どもたちの状況を我々大人が受け止めなければならないと思います 。家庭
が悪いのか？学校が悪いのか？地域が悪いのか？ではなく、誰かがこの結果につい
て受け止めていかないと、よそ事ではないのではないかと思います。
・是非、この協議会で話し合ったことが生かされる場所があると良いのではと考えて
います。
・中央審議会の資料をもとに、１地域と共にある学校づくり ２子どもも大人も学び
合うために、地域が連携した学校と家庭・地域の学び ３学校を核とした地域づくり
の推進について是非、コミュニティスクールを作ることができたなら、更に地域と学
校が円滑になるのではないかと考えます。学校は、もっと地域を頼って良いのではな



委員 いか。また、学校は、もっと地域に開放しても良いのではないかと思います。まずは、
５・６人の大人が集まれば、そこからがスタートでよいのではないかと思います。

会長 ・貴重な意見をありがとうございました。素晴らしい内容がでましたが、それに関わる
ものでも意見がありましたらお願いします。

委員 ・今年度から協議委員をしているが、委員として何をしていいのかよく分かっていま
せん。学校側も何をお願いしたらいいのかという課題もあるかと思います。
・この半年の間に通学路の草や石垣についての話がありました。自治会の方の仕事
もしています。どうぞ遠慮なさらずに、学校以外のことは、連絡していただければ頼り
にしていただきたい。対処していきたい。
・北小を卒業された保護者の方と話す機会がありました。当時、子どもたちと一緒に
作業をしたということを聞きました。さつまいも掘りの後、農家の方がわらを運んで来
て、焼き芋を焼いて食べる活動をしたそうです。現在は、勝手に敷地内で燃やす箏は
難しいですが、事前に市と消防署に連絡を取って許可を得ればできるものと思われ
ます。草むしりや遊具のペンキ塗り等、子どもたちも一緒にやっていたということも聞
きました 。保護者が学校に来て一緒に作業をすればより学校が身近なものに感じる
のではないでしょうか。

会長 ・自治会の方でも活動されている委員さんの心強い意見をいただきました。

委員 ・委員として、何をすべきか分からない状態です。遠慮無く委員を活用してください。
・今日の授業参観を１時間で全部の教室を回らなければならないので、時間的に限
られてしまうのでもっとじっくり参観できると良いと思います。とても興味深い授業を
されているので、１時間を通して参観できるような計画でも良いのではないかと思い
ます。

会長 ・私たちは、学校運営協議会の委員です。以前は、評議委員でした。協議委員となる
と 、学校と共に協議する前向きな組織となりました 。学校の運営に対して、意見を述
べるのは難しいことですが、感じることを意見として出していきたいものです。

委員 ・現在、スクールガードをしています。通学路の環境整備は、行政の絡みが大きく、困
り事も、すぐには対処できないのが現状です。年度末にならないと整備されないこと
も多いと思います。子どもたちの安全面を考えると 、行政を頼るのではなく 、運営協
議会としての役割ではないかと思います 。児童の皆さんが 、常に良い環境で通学し
てもらいたい。また、良い環境で勉強してもらいたい。と言うのが私の思いでもありま
す。

会長 ・基本は、子どもたちが良い環境の中でのびのびと学習や遊びができることが一番
だと思います。

地域学校 ・学校の教職員は、働き方改革を進めているところですが、校務が多く 、現実問題、
協働活動 大変苦労しています 。石北小は、学校支援の組織がしっかりしているということが何
推進員 よりの強みだと思います。最初に委員さんから出た学校地域支援本部みたいなそん

な組織ができると良いと思います。実際、国としても 、地域学校協働本部という形で
コミュニティスクールの中にそういう組織を作っていきましょうという動きになってき
ています。本校は、石橋地区の中でもそれが一番早くできそうだなと思っています。
・校長だよりを毎月拝見しています。大塩会長が、合唱の指導をされていることや 、
ボランティアの方が高木の剪定までされていることなど本校の情報が伝わってきま
す。まずは、やれることを地域の方にやっていだだける。それが何より学校として助か



地域学校 ります。先ほどからみなさんから出ていますように、こんなことができますよ。と言うこ
協働活動 とを校長・教頭先生に伝えていただきたいです。また 、焼き芋会を例に挙げると、学
推進員 校運営協議会の皆さんが提案みたいな形で実行委員会などが組織できれば、PTA

と連携ができるのではないでしょうか。あまり 、学校を頼ると学校が新たな課題を抱
えることになります。できれば学校運営協議会、そして、そこから派生したPTAと連携
した組織が立ち上がって、新たな行事が行われるようになると、地域活動に子どもた
ちが参加できるようになるのではないでしょうか。
・地域学校協働本部のような組織が、毎年、現在の学校支援の４団体の集まりであ
る連絡会が行われています。それを基盤として立ち上げられると良いのではないかと
思います 。すぐに立ち上げられるとはいかないと思いますが 、みなさんのバックアッ
プが感じられますので、そんな方法で進めていくと良いのではと思います。

委員 ・小学校を卒業された保護者から、話を聞くことがあります。お子さんが在校中によ
くボランティア活動で参加していたようで、卒業してしまうと協力したくてもその場が
ないという声を聞きます。子育ても一段落して何かできることはないか、そういう地域
の方にも学校支援の誘いの連絡があれば参加したいと考えているようです。在学中
よりも 、時間的にも参加が可能という方がいるようです。何か、学校と繋ぐ方法があ
れば良いと思います。

委員 ・地域の声が聞こえたということだけでも嬉しい話です。今、ボランティアの世代交代
が難しくなっているので、少しでも興味がある方が参加していただけると良いのでは
ないでしょうか。

委員 ・来年度の新入学生は１８名と聞いています。今後のPTAの運営や人事について、執
行部でも話合いをもちました。保護者の負担軽減も考慮しながら、今後のＰＴＡ活動
を検討しなければらないです。特に、PTA廃品回収については、地区によって取組の
違いがあります。ボランティアの方が手助けしていただけるようであればその力を借
りて行いたい。また 、やり方等についても見直す時期に来ています。これまでのやり
方を全て変えるのではなく 、実情に合ったやり方についてもボランティアを含め、考
えていかなければならないと思います。

会長 ・皆さんからたくさの貴重な感想や意見が出ました。ありがとうございました。

教頭 〇次回の予定
・第３回：２月９日（金）

１２：４０
給食試食
会


